






























1496 *1月 (?)､オランダとパリで書いた詩集 *SaintMichelの数日前､Jean
をドニデル書店 chezDenidel(コレ-ジ Standonck が 1'abbaye de
ユ.コクレ前にあった)から出版○そのう Chateau-Landonの改革のため
ちに CarmendecBSBnata1't1'aIesu. ｢イ に ､ 1a Congr6gation de
エス誕生の藁葺き小屋｣を含む○ Windesheim に依頼 していた
*病気になったエラスムスの回復ははかばかしくなか ○モンテギユの厳しい四旬節､エラスムスはそれに耐えられなかったo夏､エラスムスはパリを離れ､健康回復 JeanMonbaerがパリに到着o*10月 24日､ルフエーヴル .
のためにカンプレの司教のもとに､さらに デタープルは 『論理学入門』を
ステインにゆくo (そこからウイレム.-ル 出 版 ､ Ⅰntroduction a la
マンスWilemHermansの詩を持ち出し､1497年､chezGuyMarchantで出版o* 月13日以前､エラスムスはパリに帰還モ テギユにもどらないで､神学博士取得をめざすo金持ちのイギリス牧師の教師になることを拒絶し､研究に専念oしか どこで何によって生活していたのか?年末､雨が多く パリ 洪水 Loglque. ｢
1497 *1月､医者の医療によらず､｢聖ジユヌヴ *メランヒトンとハンス .ホル
イエーヴだけ｣のおかげで､四日熱からの パインの誕生oサグオナローラ
快癒012日､洪水と大雨が止まることを祈 の破門o
願して聖ジエヌゲイエーヴの聖遣物箱のノ *4月 12日､ルフエーヴル .デ
- トルダム-の行列に立ち会う○ タープルの 『アリス トテレス倫








ヤ トー .ラン ドンでのモンバールの改革MonbaeraChateauIJandunに従うo*春､エ スムスは彼の生徒の トー マス .グレイ､ロバー ト.フィッシャ とともに､N rm ndeAntoinette宅に下宿o彼 生徒には他に､-イ リツヒとクリスティアン.ノル トホ-フたちがいたが､ らは彼らの教師アウグ テイヌス-ヴインセンティウス カミナ ドゥス 住んでいた○(エラスム は彼ら ために､『格言集｣]Cloquesの素描に当 る会話マニュアルを作成した○)7月 ーマ .グレイ､ロバ ト.フッシャー 保護者にグレイとの関係を疑われた ､彼らから離れるよう命ぜられ､ イ .ノル トホ-フカミナ ドク ととも 暮 すo(クリスティアンはリュ ベック もどった)D 革のた裾 こパリに到着○
1498 *1月､聖ヒエロニムスとヴアラDialectica *5月､シャルル8世の死oルイ
の精読o 12世の即位Oサグオナローラ
*2月､ハインリツヒ.ノル トホ-フのリ の死oデューラーの 『アポカリ
ユーペック-の出発のあと､エラスムスと ブス』o
かカミナ ドゥスはリューベックの若い学生 *3 月 31 日 :ガ ガ ン の




神学博士を取得し喜んでローマを訪問した * Edition de la
かつたが､その力も手段もなかったo CoTneSPOndaDCe de Gagain
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*7月の終わりにパリに戻るoすぐさま病気になる○もどつてから､マウントジョイ卿､ブラウントBlountを生徒とするo一つ 部屋に住み､そこでマウントジョイとリューベックの学生に講義をし その学生たちと共 暮らしていた 自分の書き物 関し カミナ ドクスとうまく行かなくなっ ○ヤコブ .バット よるア ナ .ヴア .ボルセ- レ AnnaV nBorssele(AnnedeVeere)との仲立ちが解消 れたあ と ､ Tburnhem (entre Calai etSait-Omer) 彼 生徒 共に行くつもりであった12 :エラスムス マウントジョイ宅に居住○(カミナ ド はすでに彼から離 ていた)待遇がよかつたの ､金には困らなか oパリでは評判が いこと 知っが オ ンダで自分が批判されていので気を落としたoファ ス .アンドレリー二は､自身でウイレム .-ルマ スエラスムスを弁護し ○月の終わりあるいは 1499年 1月 :Tburnehm とさらにステイン-の旅行o























































1501 *4月の終わりから5月の初めにかけてペ *5 月 :Bruno et BaSile
ス トの猛威o｢繰 り返される埋葬｣にエラス Amerbachがパリ大学に来る○
ムスは恐れを感 じる○パリを離れ､3年以 *5月22日:ガガンの死○
上 ､ 留 守 に し ､ Steyn,Tournehem,*10月 28日:ルフエーヴル .
Saint-Omerに居住○JeanVitrierとの出会 デタープルのOrganon第 1部の
い､さらにCourtebourne,Louvainに居住o 出版o*1502年 6月 :ヤン.バットの死D 12月終わり:ヤン .モンバールの死o3 8 12日:アレキサンドル6世 ○1月 1日:ユリウス2世､教皇に即位o
1504-1505 *1504年 12月 :エラスムス､パリに帰還o 8月5日:ルフエーヴル .デ夕-






ラスムスはルキアノスの 『対話』: De サンピエ トロ大聖堂の建築開
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Psedomantl'Sを翻訳o*ジヨス .バー ドは彼の依頼によりエラス *1507年 :ミシェル .ロピタル
ムスが補正した 『格言集』の再版を準備O の誕生C
*9月 13日:ジヨス.バー ドからラテン語 *デューラーの 『アダムとイヴ』
訳､エウリピデスの 『-クバ』と 『イフゲ *1508-1512年 :ミケランジエ
ニア』の刊行ロ ロ､『システィナ礼拝堂天上画』o
*11月 :ジヨス.バー ドからルキアノスの *1509年 :-ンリー 8世がイギ
『小品集』Opuscla(エラスムスとモアの リ ス 王 に 即 位 o Cathrine
共訳)の刊行､11月 13日､販売○ d'Aragonと結婚oカルヴアン､ミシェル .セルヴエ､エティエンヌ .ドレの誕生o*ルフエーヴ .デタープルのQuintupleXPsalterium1510年 :ルター､ローマにo
1511 *4月初め :イギリスからパリに到着o *ルター､ヴイツテンベルク修
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エラスムスの ヨー ロッパ ConeciedWoz'ksofErasmw,13Letter8180211925,
UniversityofTbrontPre88,(TbrontorBuffhlorLOndon),2010･
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